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北西海岸イ ンディアンと博物館

～多文化主義の国・カナダの事例から

さい とう れ い こ

齋藤 玲子

主任学芸員北海道立北方民族博物館
写真1バ ンクー バー空 港 に展示 されて いるハ イダの 著名 なアー テ ィス

ト、 ビル リー ドの作品 「SplntoftheHaidaGwaii」q994)

は
じ
め
に

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
り
、
次
は
二
〇

一
〇
年
に
カ
ナ
ダ
で
開
催
さ
れ
る
冬
季
五
輪
だ
。

こ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
大
会
の
公
式

エ
ン
ブ

レ
ム

は
イ
ヌ
イ
ト
の
イ
ヌ
ク
シ

ュ
ク

(人
型

の
石
積

み
塚
/
写
真
7
)

で
、

マ
ス
コ
ッ
ト
に
は
先
住

民

の
神
話
や
伝
説
に
登
場
す
る
動
物
な
ど
を

モ

チ
ー
フ
に
し
た
も
の
も
あ
る
。
開
催
に
あ
た

っ

て
は
、
「サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
(社
会

・
経
済
、

そ
し
て
環
境
に
と

っ
て
の
持
続
可
能
性
)
と
先

住
民
族

の
参
加
」
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

今
か
ら
二
〇
年
前

の

一
九
八
八
年
、
カ
ル
ガ

リ
ー

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
念
行
事
と
し
て
企

画
さ
れ
た
展
示
に
対
し
、
現
地

の
先
住
民
ら
が

ボ
イ

コ
ッ
ト
を
す
る
と
い
う
出
来
事
が
あ

っ
た
。

グ
レ
ン
ボ
ウ
博
物
館

(○
・一①⇒
げ
O
毛

ζ
仁
ω
①=
9
)

で
行
な
わ
れ
た
特
別
展
「精
霊
は
う
た
う

ー
カ

ナ
ダ
先
住
民

の
芸
術
的
伝
統

(↓
げ
①

ω
営
導

ω
ぎ
αQ
ω
H>
居口
ω
口
o
↓
轟
岳
口
o
昌
ω
○
胤
O
鋤
⇒
鋤山
暁
ω

「
詫
ω叶
勺
①
o
b
δ
ω
)」
で
、
展
示
の
対
象
と
な

っ

て
い
た
ク
リ
ー
の

】
集
団
ル
ビ
コ
ン
は
、
先
住

権
を
め
ぐ
る
カ
ナ
ダ
政
府
と
の
交
渉
が
行
き
詰

ま

っ
て
い
た
こ
と
を
背
景
に
、
彼
ら
の
居
住
地

で
油
田
開
発
を
進
め
て
い
る
石
油
会
社
と
森
林

伐
採
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
日
本

の
製
紙
会

社
が
展
示
の
後
援
団
体
に
な

っ
て
い
た
こ
と
や
、

さ
ら
に
展
示
の
内
容
が

一
七
～

一
八
世
紀
の
資

料
を
中
心
と
し
て
お
り
、
現
代
の
問
題
が
等
閑

視
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
不
満
を
表
明
し
た
。

ル
ビ
コ
ン
の
抗
議
は
国
内
外
の
注
目
を
集
め
、

資
料
協
力
を
予
定
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ

ツ
の
博
物
館
が
提
供
を
見
合
わ
せ
、
カ
ナ
ダ
民

族
学
会
な
ど
も
展
示
そ
の
も
の
の
ボ
イ

コ
ッ
ト

を
呼
び
か
け
る
ま
で
に
事
態
が
こ
じ
れ
た
。
こ

の
出
来
事
は
博
物
館
や
民
族
学
に
関
わ
る
者

の

問
で
、
大
き
な
波
紋
を
呼
ん
だ
。

北
米
で
は

一
九
七
〇
年
代
か
ら
、博
物
館
は
、

先
住
民
族

の
物
を
収
奪
し
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

の
展
示
に
よ

っ
て
旧
態
依
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ

を
植
え

つ
け
て
し
ま
う
と
い
う
批
判
が
持
ち
あ

が

っ
て
い
た
。

一
方
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
博

物
館
は
貴
重
な
資
料
を
保
存
す
る
と
と
も
に
、

文
化
の
復
興
を
支
援
し
、
普
及

・
啓
発
す
る
役

割
も
担

っ
て
き
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
北
西
海
岸
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
呼

ば
れ
て
き
た
人
び
と
と
カ
ナ
ダ
の
博
物
館
と
の

関
係
に

つ
い
て
紹
介
し
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
こ

と
に

つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。

カ
ナ
ダ
の
博
物
館
と
先
住
民
族

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

(以
下
、

B
C
)
州

の
博
物
館
で
、
そ
の
地
に
く
ら
す
北

西
海
岸
イ

ン
デ

ィ
ア
ン
の
文
化
が
展
示
さ
れ
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
海
岸
か
ら
遠

く
離
れ
た
オ
タ
ワ
や
ト

ロ
ン
ト
と
い

っ
た
カ
ナ

ダ

の
首
都
圏
や

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
な
ど
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
都
市
ば
か
り
か
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お

い
て
も
、
北
西
海
岸
の
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
や
仮
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面
な
ど
が
主
要
な

展
示
資
料
と
な

っ
て
い
る
博

物
館

・
美
術
館
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
カ
ナ
ダ
国

内
よ
り
も
、
海
外

の
方
が
先
に
北
西
海
岸

の
民

族
資
料
を
高
く
評
価
し
て
い
た
と
も
言
わ
れ
る
。

人
類
学
者
ら
は
、
そ
の
学
問

の
黎
明
期
と
も

い
え
る

一
九
世
紀

か
ら
、
階
層
社
会
や
複
雑
な

儀
礼
、
独
特
の
芸
術
様
式
な
ど
北
西
海
岸
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
の
文
化

に
つ
い
て
着
目
し
て
い
た
。

ま
た
、
探
検
家
や
交
易
商
人
ら
は
、
そ
れ
以
前

か
ら
工
芸
品
な
ど
を
収
集
し
て
い
た
。
博
物
館

が
北
西
海
岸
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
の
資
料
を
展
示
公

開
し
て
き
た
の
は
、
そ
う
し
た

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

や
調
査

・
研
究
の
蓄
積
と
と
も
に
、
強
烈
な
印

象
を
与
え
、
異
形

と
も
い
え
る
そ
の
物
資
文
化

が
、
人
び
と
の
関

心
を
集
め
る
も

の
で
あ

っ
た

か
ら
か
も
し
れ
な

い
。

一
九
六
〇
～
七
〇
年
代

先
住
民
族

へ
の
関
心

・
配
慮
の
高
ま
り

カ
ナ
ダ

で
は
、

一
九
七
〇
年
代
初
め
に
、
多

文
化
主
義
が
国
の
政
策
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
頃
、
民
権
運
動
も
高
ま
り
を
見
せ
、
先
住

民

へ
の
配
慮
も
次
第
に
拡
充
し
て
い
っ
た
。

『
ミ

ユ
ー
ジ
ア
ム
の
政
治
学

カ
ナ
ダ
の
多

文
化
主
義
と
国
民
文
化
』
(
二
〇
〇
三
)
の
な
か

で
、
著
者

の
溝
上
智
恵
子
氏
は
、

一
九
六
七
年

の
連
邦
百
周
年
を

記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
モ
ン

ト
リ
ォ
ー
ル
万
博
を
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

・
ア
ー
ト

が
国
内
外
に
公
的

に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
契
機
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
先
住
民
ら
が
自

ら
の
手
で
企
画

・
展
示
し
た

「カ
ナ
ダ

の
イ
ン

デ

ィ
ア
ン
」
パ
ビ
リ
オ

ン
で
は
、
巨
大
な
壁
画

を
ジ

ョ
ー
ジ

・
ク
ラ
テ
シ
と
い
う
ヌ
ー
ト
カ
(ヌ

チ
ャ
ヌ
ル
ス
)
の
作
家
が
描
き
、
ト
ー
テ
ム
ポ
ー

ル
は
ク
ワ
キ
ウ
ト
ル
(ク
ワ
ク
ワ
カ
ワ
ッ
ク
ゥ
)

の
ハ
ン
ト
親
子

・
ト

ニ
ー
&

ヘ
ン
リ
ー
が
制
作

す
る
な
ど
、
先
住
民
の
現
代

ア
ー
ト
が
前
面
に

出
さ
れ
た
。
パ
ビ
リ
オ
ン
内
部
に
は
、
国
立
博

物
館
な
ど
か
ら
貸
し
出
さ
れ
た
民
族
資
料
が
、

作
品
と
し
て
個
別
の
ケ
ー

ス
に
展
示
さ
れ
た
。

な
お
、
展
示
に
あ
た
り
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の

児
童
を
め
ぐ
る
教
育
に
つ
い
て
な
ど
、イ
ン
デ
ィ

ア
ン
代
表
者
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
省

(当
時
)

の

意
見
が
対
立
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
。
両

者

の
見
解
は
そ
の
ま
ま
展
示
さ
れ
、
以
後
、
両

論
併
記
の
ス
タ
イ
ル
は
、
博
物
館
で
も
採
用
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ま
た
、
連
邦
政
府
と
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
省
は
、

百
周
年
記
念
の
期
間
中
に
訪
問
す
る
来
賓
や
高

官

へ
の
贈
答
品
と
し
て
イ
ン
デ

ィ
ア
ン

・
ア
ー

ト
を
選
定
し
た
。
こ
れ
は
、
政
府
が
先
住
民
の

ア
ー
ト
を
認
知
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
展

示
に
加
え
、
大
き
な
意
味
を
も

っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
以
降

先
住
民
族
と
の
協
同
に
よ
る
展
示

グ

レ
ン
ボ
ウ
博
物
館
の

「精
霊
は
う
た
う
」

展
の
ボ
イ

コ
ッ
ト
が
起
き
る
前
、

一
九
八
〇
年

代
半
ば
に
は
カ
ナ
ダ
博
物
館
協
会
な
ど
全
国
組

織

の
場
で
先
住
民
文
化

コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
取
り

扱
い
や
、
共
同
作
業
に
関
す
る
議
論
が
始
ま

っ

て
い
た
。
た
と
え
ば
、
カ
ナ
ダ
博
物
館
協
会
発

行

の

『
ミ

ュ
ー
ズ

(]≦
d
ω
国
)』
誌
で
は
、
先
住

民
に
関
す
る
特
集
が
い
く
度
か
組
ま
れ
、
過
去

の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
か
ら
の
脱
却
や
資
料

の
所

属

・
返
還
に
関
す
る
論
評
や
事
例
報
告
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

グ

レ
ン
ボ
ウ
博
物
館
の

一
件
を
受
け
、
連
邦

政
府
は
博
物
館
と
先
住
民
に
関
す
る
特
別
委
員

会

(叶口
ω評
{O
民O
①
)
を
設
け
た
。
そ
の
後
、
カ
ナ

ダ
博
物
館
協
会
と
先
住
民
団
体
は
協
同
し
て
、

先
住
民
資
料
の
重
要
性
の
再
認
識
、
展
示
等

へ

の
介
入
、
先
住
民
が
利
用
す
る
際

の
便
宜
、
資

料
返
還
、先
住
民
の
研
修
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

同
じ
頃
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は

]
九
八
九

年
に

「ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
国
立
博
物
館

法
」
、
九
〇
年
に

「ア
メ
リ
カ
先
住
民
墳
墓
保
護

返
還
法
」
が
制
定
さ
れ
、
先
住
民

の
遺
骨
や
埋

葬
品
等

の
売
買
を
禁
止
し
、
博
物
館
や
研
究
機

関
に
も
関
連
資
料
の
リ
ス
ト
の
作
成
と
返
還
を

義
務
付
け
た
。

こ
う
し
て
北
米
の
博
物
館
で
は
、
先
住
民
の

遺
し
た
物
を
適
切
に
扱
う
取
り
決
め
が
な
さ
れ

て
い
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
に
は
、
特
別
展
な

ど
の
企
画
に
お
い
て
は
、
文
化
人
類
学
者
と
先

住
民

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
(ま
た
は
文
化
保
持
者
)

を
キ

ュ
レ
ー
タ
ー

(学
芸
員
)
と
し
て
雇
用

ソ
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る
の
が
、
ス
タ

ン
ダ

ー
ド

・
モ
デ

ル
と
な

っ
た
。

さ
ら
に
進
ん
で
、
近
年
の
カ
ナ
ダ
で
は
、
先

住
民
自
身
が
博
物
館
を
運
営
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー

ト

・
プ

ロ
グ

ラ
ム
が
、
国
立
博
物
館
で
の
研
修

な
ど
、
政
府
の
公
的
助
成
で
行
な
わ
れ
て
き
て

い
る
。
ま
た
、
少
数

の
個
人
を
雇
用
す
る
だ
け

で
な
く
、
先
住
民
議
会
と
議
定
書
を
交
わ
し
、

多
く

の
関
係
者
を

取
り
込
ん
だ
委
員
会
方
式
な

ど
に
よ

っ
て
展
示

の
企
画

・
実
施
を
す
る
ケ
ー

ス
も
出
て
き
て
い
る
。

北
西
海
岸
先
住
民
と
五
つ
の
博
物
館

さ
て
、
こ
れ
ま

で
の
経
緯
を
振
り
返
る
ば
か

り
で
な
く
、
実
際

の
博
物
館

の
様
子
に

つ
い
て

も
紹
介
し
た
い
。
筆
者
は
二
〇
〇
二
～
〇
五
年

に
科
学
研
究
費
補

助
金
に
よ
る
調
査
(課
題
「カ

ナ
ダ
に
お
け
る
先

住
民
の
メ
デ

ィ
ア
の
活
用
と

そ
の
社
会

・
文
化
的
影
響
」
代
表
ス
チ

ュ
ア
ー

ト

ヘ
ン
リ

・
放
送
大
学
教
授
)
で
カ
ナ
ダ

の

博
物
館
を
訪
問
し
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
次
の

五
館
に

つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

カ

ナ

ダ

文

明

博

物

館

首

都

オ

タ

ワ
に
隣

接

す

る
ケ

ベ

ッ
ク
州

ガ

テ

ィ

ノ

ー

(
旧

ハ

ル
)

市

に
、

カ

ナ

ダ

文

明
博

物

館

((Q
鋤
づ
鋤
位
凶餌
昌

ζ

d
Fω
Φ
自
b
P

O
h
∩
昌
く
口
凶N
餌
寓
○
⇒
)

が

あ

る
。

前

身

は

オ

タ

ワ

に

あ

っ
た

国

立

人

類

博

物

館

(ワ
臼
9
什
同○
】ρ
餌
一
竃

O
ω
Φ
d
【b
P
O
h
窓

餌
⇒
)
で
、

そ

の
土

地

お

よ

び

建

物

は

自

然

史

博

物

館

に

引

き
継
が
れ
、
文
明
博
物
館
は
新
た
に
建
築
さ
れ

一
九
八
九
年
に
公
開
さ
れ
た
。
初
代
館
長
は
北

西
海
岸
イ

ン
デ

ィ
ア
ン
文
化
を
専
門
と
す
る
研

究
者

で
あ

っ
た
。
最
近
の
年
間
来
館
者
数
は
約

=
二
〇
万
人
で
あ
る
。

文
明
博
物
館

の
当
初

の
常
設
展
は
1
階
の
グ

ラ
ン
ド

・
ホ
ー
ル
、
3
階
の
カ
ナ
ダ

・
ホ
ー

ル
、

そ
し
て
2
階

の
子
供
博
物
館
と
郵
便
博
物
館
で

あ

っ
た
。
カ
ナ
ダ

・
ホ
ー
ル
は
カ
ナ
ダ

の
歴
史

を
展
示
し
て
い
る
が
、
先
住
民
と
の
関
係
は
毛

皮
交
易
な
ど
に
限
ら
れ
た
も
の
だ
。

一
方
、
グ

ラ
ン
ド

・
ホ
ー
ル
に
は
、
北
西
海
岸

の
六

つ
の

集
団
の
住
居
を
復
元
し
、
内
部
に
は
各
集
団
に

特
徴
的
な
資
料
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。
大
型

の
家
と
数

々
の
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
な
ど
そ
の
展

示
は
圧
巻
で
あ
る

(写
真
2
)。
生
活
全
体
を
概

説
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の

集
団
が
主
張
し
た
い
事
柄
を
重
点
的
に
取
り
上

げ
て
い
る
。
こ
の
展
示
に
は
、
企
画
段
階
か
ら

先
住
民
が
委
員
と
し
て
加
わ

っ
て
い
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
三
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
フ
ァ
ー

ス
ト

・
ピ
ー
プ
ル
ズ

・
ホ
ー
ル
(国
耳
ω什
勺
Φ○
亘
Φ
ω

=
巴
一)
は
、
先
述

の
博
物
館
と
先
住
民
に
関
す

る
特
別
委
員
会
の
勧
告
の
結
果
と
し
て
で
き
た

も
の
だ
。約
五
年
で
作
ら
れ
た
グ
ラ
ン
ド

・
ホ
ー

ル
に
比
べ
、
イ
ヌ
イ
ト
や
他

の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

(フ
ァ
ー
ス
ト

・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
)、
メ
テ
ィ
(イ

ン
デ

ィ
ア
ン
の
女
性
と
毛
皮
交
易
商
人
ら

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
男
性
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
の
子
孫
)

を
も
含
ん
だ
こ
の
展
示
ホ
ー

ル
は

一
〇
年
以
上

の
長

い
歳
月
を
か
け
て
よ
う
や
く
完
成
に
至

っ

た
。
広
範
な
地
域

の
事
情
の
異
な
る
集
団

の
意

見
を
ま
と
め
る
の
は
困
難
で
、
構
想
に
時
間
が

か
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
展
示

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
次
の
四
つ
の

主
張
「私
た
ち
は
今
も
こ
こ
に
生
き
て
い
る
」
「私

た
ち
は
貢
献
す
る
」
「私
た
ち
は
多
様
で
あ
る
」

「私
た
ち
は
古
代
か
ら
土
地
と
の
結
び

つ
き
を

有
す
る
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四

つ
の
柱

の
う
ち

「今
も
こ
こ
に
生
き
て
い
る
」
「多
様
で
あ
る
」

と

い
う
テ
ー

マ
は
、
複
数

の
先
住
民
を
登
場
さ

せ

「顔
の
見
え
る
展
示
」
と
も
呼
べ
る
手
法
が

採
ら
れ
て
い
る
。
写
真
と
文
字
パ
ネ

ル
あ
る
い

は
モ
ニ
タ
ー
を
利
用
し
た
動
画
等
で

「私
は
こ

ん
な
生
活

・
活
動
を
し
て
い
る
」
「私
は
こ
う
考

え
る
」
と
複
数
の
人
物
に
語
ら
せ
る
(写
真
3
)
。

ま
た
、
「貢
献
す
る
」
「土
地
と
の
結
び

つ
き
」

と
い
う
テ
ー

マ
は
、
自
然
に
対
す
る
先
住
民
の

知
恵
が
現
在

の
環
境
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
な

る
、
と
い

っ
た
現
代
的
な
話
題
に
結
び

つ
け
、

伝
統
的
な
生
活
の
み
を
過
去
の
も

の
と
し
て
扱

わ
な
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

国
立
博
物
館
の
こ
う
し
た
展
示
は
、
観
覧
者

か
ら
国

の
姿
勢
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
見
な

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

ロ
イ
ヤ
ル
B
C
博
物
館

B
C
の
州
都
ビ
ク
ト
リ
ア
に
あ
る

ロ
イ
ヤ
ル
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写真2文 明博物館のグランド・ホール 写 真3文 明博 物館 の ファー ス ト ・ピー プルズ ・ホール

写真4ロ イヤ ルBC博 物館 に隣接 す るサ ンダ ーバ ー ド公 園。住 居 と

トー テム ポール の建立 はM.マ ー テ ィンが指揮 を執 った。
写真5ク ウ ゥツ ゥン文化 ・会議セ ンターの入 口

写真6ウ ミスタ文化センターの前に立つ トーテムポール。奥の古い

建物は寄宿学校で、現在は民族団体の事務所として使われている。
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写真7オ タワ空港に展示されているイヌクシュク



B
C
博
物
館
は
(菊
o
く
巴

じU
同同江
ωげ

0
0
冨
日
ぴ
冨

]≦
二
ω
窪
ヨ
)
は

一
八
八
六
年
設
立
、

一
九
六
八

年
現
在
の
場
所
に
移
転
し
、
七
五
年
に
先
住
民

展
示
室

(聞
凶同ω叶
℃
ΦO
口
一Φ
ω
∩
}鋤
=
①
Q
)
が
オ
ー

プ

ン
し
た
。
年
間

の
観
覧
者
数
は
四
〇
～
五
〇

万
人
で
あ
る
。
展
示
は
、
北
西
海
岸
の
先
住
民

に

つ
い
て
、
欧
米
人
の
到
来
以
前
と
以
後
の
変

化
を
軸
に
、
生
業

・
儀
礼
な
ど
の
概
略
が
網
羅

的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。復
元
さ
れ
た
住
居

(
ロ

ン
グ

ハ
ウ

ス
)
や
古
老

の
語
り
に
合
わ
せ
て
仮

面
が
動
く
展
示
な
ど
、
先
住
民
の
協
力
な
し
に

は
実
現
で
き
な
い
大
掛
か
り
な
も

の
が
あ
る
。

新
設
の
展
示
室

の

一
つ
に
、
長
い
交
渉

の
末
、

二
〇
〇
〇
年
に
自
治
権
を
獲
得
し
た

ニ
シ

ュ
ガ

の
人
び
と
に
関
す

る
も
の
が
あ
る
。

ロ
イ
ヤ
ル

B
C
博
物
館
や
他

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
彼
ら

の
民
族
資
料
は
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、

実
際
に
は
所
有
権

の
み
が
自
治
政
府
に
返
還
さ

れ
、
実
物
資
料

の
多
く
は
そ
の
ま
ま
博
物
館
に

残
さ
れ
た
。
両
者
が
共
同
で
資
料
を
保
管
、
企

画

・
展
示
を
行
う
と
い
う
体
制
の
下
、

二
〇
〇

二
年
に
新
た
な

コ
ー
ナ
ー
が
完
成
し
、

ニ
シ
ュ

ガ
の
条
約
や
現
在

の
人
び
と
の
様
子
等
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
同
館

で
は
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

人
類
学
博
物
館
に
雇
用
さ
れ

て
い
た
ク
ワ
キ
ウ
ト
ル
の
彫
刻
家
ム
ン
ゴ

・
マ
ー

テ
ィ
ン

(
一
九
七
九
-
六
二
)
を
五

一
年
か
ら

招
聰
、資
料

の
制
作
等
を
依
頼
し
た
。
マ
ー
テ
ィ

ン
は
自
ら

の
制
作
活
動

の
ほ
か
、

ハ
ン
ト
親
子

ら
彫
刻
家

の
育
成
に
晩
年
を
費
や
し
た

(写
真

4
)。
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
万
博
以
前

の
こ
と
で
あ

る
。

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
(
U
B
C
)

人
類
学
博
物
館

カ
ナ
ダ
の
西

の
玄
関
ロ
バ

ン
ク
ー
バ
ー
に
あ

る
U
B
C
人
類
学
博

物
館

(]≦
二
ω2

目

o
貼

〉
暮
耳
o
O
o
δ
尊

讐

¢
三
く
9
ω
同蔓

O
h
じu
臥
口
ω
げ

O
o
冨
日
げ
昼
)
は
、
一
九
四
九
年
開
館
、
一
九
七

六
年
現
在
の
場
所
に
移
転
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・

オ
ー
プ
ン
し
た
。
展
示
室
内
に
は
古
い
儀
礼
具

が
多
数
あ
る

一
方
、
現
代

の
作
家
の
作
品
も
置

か
れ
、
芸
術

の
伝
統
を
強
調
し
た
も
の
と
な

っ

て
い
る
。
小
さ
め
の
日
用
品
等
は
、
収
蔵
展
示

と
し
て
、
引
き
出
し
状

の
展
示
ケ
ー

ス
等
に
収

め
ら
れ
、
多
数
が
公
開
さ
れ
て
い
る
(写
真
8
)
。

ま
た
、
野
外
に
は

ハ
イ
ダ

の
住
居
な
ど
が
復
元

さ
れ
て
お
り
、
館
内
か
ら
も
ガ
ラ
ス
越
し
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
屋
外
展
示
を
は
じ
め
、
作
家
ら
を
招
き
、

そ

の
制
作
の
様
子
を
見
せ
、
解
説
を
行
う
な
ど
、

し
ば
し
ば

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

っ
て
い
る
。

今
年
九
月
か
ら
半
年
ほ
ど
休
館
し
、
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル
が
行
わ
れ
て
い
る
。
先
住
民
が
博
物
館
に

来
て
資
料
を
調
査
し
た
り
、
復
元
作
業
を
行

っ

た
り
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
充
実
さ
せ
る
と

の
こ
と

で
あ
る
。

ウ
ミ
ス
タ
文
化
セ
ン
タ
ー

ウ
ミ
ス
タ
文
化
セ
ン
タ
i
(q
邑

ωβ

O
巳
什霞
巴

0
8
寓
①
)
は
、

一
九
八
〇
年
に
開
館
し
た
ク
ワ

キ
ウ
ト
ル
が
運
営
す
る
施
設
で
あ
る
。
同
セ
ン

タ
ー
初
代
館
長
の
グ

ロ
リ
ア

・
ウ

エ
ブ

ス
タ
ー

氏
は
、
U
B
C
人
類
学
博
物
館
で
勤
務
経
験
を

積
ん
だ
後
、

一
九
七
五
年
に
故
郷
の
ア
ラ
ー
ト

ベ
イ

(バ

ン
ク
ー
バ
i
島
北
部
の
島
)
に
戻

っ

た
。
ポ
ト
ラ
ッ
チ

(儀
礼
的
な
供
宴
)
が
禁
止

さ
れ
て
い
た

一
九
二

一
年
末
に
父
親
ら
が
ポ
ト

ラ

ッ
チ
を
催
行
し
た
た
め
、
翌
年
政
府
に
半
強

制
的
に
収
容
さ
れ
た
祭
祀
具
等
に
つ
い
て
、
彼

女
は
資
料
返
還
運
動
を
行
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、

オ
タ
ワ
や
ト

ロ
ン
ト
な
ど
主
要
な
博
物
館
か
ら

同
意
を
獲
得
し
、
開
催
当
時

の
関
係
者
が
多
く写真8UBC人 類学博物館の収蔵展示
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集
住
す
る
二
つ
の
地
域
に
博
物
館
が
建
設
さ
れ
、

返
還
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

一
九
七
九
年
開

館

の
ク
ワ
ギ
ウ

ル
ス
博
物
館

(内
≦
蝉
αQ
同三
夢

]≦
二
ω
①o
B
)
と
、
八
〇
年
開
館

の
ウ
ミ
ス
タ
文

化
セ
ン
タ
ー
で
あ

る

(写
真
6
)。

同
セ
ン
タ
ー

の
メ
イ
ン
展
示
は
、
返
還
さ
れ

た

「ポ
ト
ラ
ッ
チ

・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
で
、
建

物
奥

の
伝
統
的
住

居
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
広
間
の

壁
沿

い
に
、
仮
面
や
儀
礼
具
が
並
べ
ら
れ
て
い

る
(展
示
室
内
は
撮
影
禁
止
)
。導
入
部
分
で
は
、

考
古
資
料
、
古
写
真
、
日
用
品
や
狩
猟

・
漁
労

具
な
ど
と
と
も
に
、
海
外
の
先
住
民
ら
と

の
交

流
を
示
す
写
真
や
工
芸
品
な
ど
も
展
示
さ
れ
て

い
る
。

ア
ラ
ー
ト
ベ
イ
は
交
通

の
便
利
な
と
こ
ろ
で

は
な
く
、年
間
の
来
館
者
は
約

一
万
人
と
い
う
。

展
示
よ
り
も
む
し
ろ
言
語
復
興
の
活
動
や
出
版

な
ど
に
カ
が
注
が
れ
て
い
る
。

ク

ゥ

ウ

ツ

ゥ

ン
文

化

・
会

議

セ

ン
タ

ー

も

う

一
つ
、

タ

イ

プ

の
異

な

る

施

設

に

つ

い

て
紹

介

し

た

い

。

州

都

ビ

ク

ト

リ

ア
か

ら

車

で

一
時

間

ほ
ど

の

町

・
ダ

ン

カ

ン
に

ク

ゥ
ウ

ツ
ゥ

ン

文

化

・
会

議

セ

ン

タ

i

(
O
=
≦
.耳

ω
=
コ
、

O
巳

什霞

巴

蝉
づ
◎

0
0
づ
{
巽

①
づ
o
①
O
①
暮

H
Φ
)
が

あ

る

(写

真

5

)
。

こ

こ

は

、
野

外

博

物

館

の
よ

う

で
あ

り

、

敷

地
内

に

は

川

が

流

れ

、

ト

ー

テ

ム

ポ

ー

ル
も

い

く

つ
か

あ

る

。

展

示

棟

の
ほ

か

、

映
像

ホ
ー

ル
、
シ

ョ

ッ
プ

を

兼

ね

た

ギ

ャ

ラ
リ

ー

や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
会
議
を
行
え
る
研
修

棟
、
ア
ト
リ

エ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
る
。ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
行

っ

て
お
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
七
ケ
国
語
を
用
意

す
る
な
ど
、
観
光
客
向
け
と
い
う
印
象
の
こ
の

施
設
は
、
年
間
四
万
五
千
人
ほ
ど

の
利
用
者
が

あ
る
。

ダ

ン
カ
ン
は
カ
ウ
チ
ン

・
セ
ー
タ
ー
で
知
ら

れ
る
、海
岸
セ
イ
リ
ッ
シ
ュ
の

一
集
団
カ
ウ
チ
ャ

ン

(0
0書

o
げ
鋤
づ
)
の
居
住
地
で
あ
る
。
毛
編
み

製
品

の
収
入
が
あ
る
カ
ウ
チ
ャ
ン
た
ち
は
、
そ

の
地

の
利
も
活
か
し
、
こ
の
よ
う
な
施
設
を
運

営
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。
祖
先
が
残
し
た
文

化
の
保
存
と
継
承
を
趣
旨
と
す
る
ウ
ミ
ス
タ
文

化
セ
ン
タ
ー
と
は
、
あ
る
意
味
で
対
照
的
と
言

え
る
。

カ
ナ
ダ
の
博
物
館
に
学
ぶ

国
立
博
物
館
、
大
学
博
物
館
、
先
住
民
に
よ

る
運
営
館
な
ど
異
な
る
タ
イ
プ
の
施
設
を
見
て

き
た
。
現
在

の
先
住
民
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
も
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
も
多
様
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ

の
博
物
館
等
で
表
象
す
る
先
住
民

(文

化
)
像
も
多
様
で
あ
る
。
現
在
の
展
示
は
、
こ

れ
ま
で
の
批
判
や
反
省
を
も
と
に
、
先
住
民
族

を
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
押
し
込
め
ず
、
多
様

で
あ
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
表
す
と

い
う
姿
勢
が

主
流
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
特
に
中
立
的
な

立
場
に
あ
る
公
の
博
物
館
で
は
、
そ
れ
が
最
善

の
方
法
な

の
か
も
し
れ
な

い
。

博
物
館
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等

の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
少
数

へ
の
影
響

力
し
か
な
い
。
そ
れ
で
も
毎
年
数
百

・
数
十
万

の
人
び
と
が
こ
れ
ら
の
展
示
を
見
る
な
ら
ば
、

先
住
民
文
化
が
今
も
息
づ
き
、
カ
ナ
ダ

の
文
化

を
豊
か
に
し
て
い
る
と
い
う
印
象
は
確
実
に
浸

透
し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。

日
本
は
今
年
、
ア
イ
ヌ
を
先
住
民
族
と
す
る

国
会
決
議
が
採
択
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ま
だ
に
無
理
解
な
発
言
が
あ
る
。
同
じ
六
月
、

カ
ナ
ダ
首
相
は
同
化
の
た
め
に
先
住
民
の
子
供

た
ち
を
強
制
的
に
寄
宿
学
校
に
入
学
さ
せ
た
過

去
に

つ
い
て
謝
罪
し
た
。
政
府
は
既
に
被
害
者

救
済

の
対
策
と
し
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
職

業
訓
練
と
教
育
を
実
施
す
る
た
め
の
基
金
を
設

け
て
い
る
。
財
団
は
、
写
真
展

「子
供
た
ち
は

ど
こ
へ
消
え
た
の
か
(白
げ
Φ『①
母
Φ
9
Φ
O
巨
曾
Φミ

=
①巴
ヨ
αq

荘
①

い
Φひq
鋤畠

○
団

寄

ω己
Φ暮
巨

ω
oげ
0
9

」
を
企
画
し
、
事
実
を
国
民
に
知
ら
せ

る
た
め
二
〇
〇
二
～
〇
五
年
に
か
け
て
巡
回
さ

せ
た
。
筆
者
は
U
B
C
人
類
学
博
物
館
で
こ
の

展
示
を
見
て
、
先
住
民
に
関
す
る
歴
史

へ
の
反

省
と
賄
罪
の
意
図
を
感
じ
と

っ
た
。

日
本
は
先
住
民
に
つ
い
て
知
り
、
考
え
る
機

会
が
少
な

い
。
カ
ナ
ダ
を
真
似
れ
ば
良

い
と
は

思
わ
な
い
が
、
何
も
し
な

い
よ
り
、
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
ら
れ
な
い
か
。
カ
ナ
ダ

の
博
物
館

に
学
ぶ
こ
と
は
、
少
な
く
な
い
。
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